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　 孑宮肉腫とは子宮 に発生する臨床的に悪性の経過をたどる間葉系腫瘍の総称である．子

宮は発生学的に中胚葉 に由来する臓器で あるが，この申 胚葉は上皮成分として卵管上皮，

子宮内膜一ヒ皮，子宮頸管上皮，腟扁平上皮などに分化する一方で，間葉系成分である平渭

筋細胞 ， 子宮内膜間質網胞などが これら上皮を取り囲むかたちで 簪腔臓器を形成する （図

り）．この闘葉系綱胞 が悪性腫瘍化 し た もの が子窶肉腫とな る．した が っ て ， 子宮に発生
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f ．rs ／ 」 （ 図1 ） する 肉腫としては，子宮（ 胎 生期はミュラー籌 ）に 本

存在して いる間葉系細胞である子 蜜平滑筋と子宮 内膜間質細胞 が悪性化した平滑 筋肉腫 （lei
yo ＄arcoma ）と子宮内膜 間質肉腫 （endOmetrialstromalsarcoma ）が主

るものとなるはずである（表1 ）． 　ところが， 発生学的に孑宮を構成する細胞のす

ては中胚葉に由来することから，子宮 に 発生す る間葉系腫瘍には上皮成 分が 含 まれた
瘍（混合腫瘍） の発 生が みられ，上皮性 ・非上皮性混合腫瘍（mlxed 　epithellaFnoneDithelia

@tumor ）という概念を構成する（図 1 ，表1 ）．すなわち， 悶 葉系細胞 が肉腫と
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（表 1 ）子呂 に発生する肉腫の 種類
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示 弓 も のの混 在 （線 肉 瞳 　adenOsarcOma ）や ， 悪1生化 した癌組 織 の混 在 （癌 肉 腫

oarrCinOsarcOma ）した もの が発生 する　上皮成分が良，ii生で 間葉系成分が 悪姓の も の や ，

ヱ 皮成分b 聞葉系成分の両書ともに悪怪の もの が発生 し てく る ので ある （図1，表
’D

　また，子唐 （ミ ュ ラー管）に本 来は存在iレ てい なし、間葉細胞成分 である 横紋筋 ， 軟骨 ，

骨 ， 脂肪細胞などを構成細 1包と する肉腫も子塞に 発生する 　これらの 細胞単独で 肉腫を形

厭 す るこ こ も ある が，この よ ：）な
一

とはま・11て あ り，通常は上皮畦 ・非上 皮性混合腫瘍の

非上皮性成分で ある子 忠内膜問質 肉腫や平滑筋肉腫の〔βに横紋筋成分や軟骨成分 が混在 し

た形 の腫瘍として 観察され る　これ はミ ュ ラ
ー管を構成 して い る未分化な間葉細胞が中胚

葉由来である こ とか ら ， こ の木分化 な 闘葉緬胞が横 紋筋や軟骨なとの 中胚葉系の細胞 に分

化する能力がある こ と に起 因 する と 考え ら れ て いる （図
A

）．した か っ て，この よう な腫

瘍を 中胚葉性混合腫瘍 （mlxea 　mesodemal 　 tum　or）とも呼ひ ， ♂れか ミュ ラー管 に発

生することか らミ ュ ラー管混含腫瘍 （mlxed 　mulle ∩ antumOr ）こ も柧され る （表 1）

謹　 ≡ …

　子宮に発生す る肉腫に は，前述した ようにさ まさ ま な病理 形態を示すも のがあ る． しか

し ， 子宮肉腫の発生率は
一

年問 に百万入に対 して 1ア1人 とい う報告があ り ， 頻慶と して は

少な い腫瘍て ある　もっ とも頻度が高 い もの は癌肉腫　carclnOsarcoma （悪 1陛［‡コ胚葉

性混合腫瘍　mal 　gnant 　m ；xed 　mesodermal 　tumor ）と平灣筋肉腫　le：omyosarcOma

で ある　表 2に肉踵の種類別の発生頻度 を示 レ た
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（表 2 ） 子富 に 発生す る肉腫 の 頻度
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　肉腫の 種類に よ っ て多少発症年齢に差があるが，そ の大部分 は閉経後に発見さ れて 〔，、る。

子 宮内膜悶質肉腫や平渭筋肉腫はそ の他の肉腫よ りも若年で発見され る傾向があ るが40歳
以前に発見され る頻度 は少な い ようである．ただ 子宮内膜閻質肉腫の中で も悪性度の低い

ものは，30歳以下 でもかな りの頻度 （約20％）で み らR る との 報告がある．
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　孑 富肉腫 にと もな う 症状には ， 基本的に不正性器出血 （閉経 後の 異常出血 ），貧［El，疼

痛，持続する帯下，周囲の 臓器へ の圧追症状などがあ る （表 3）．孑宮肉腫は基本的に子

宮に腫瘤 形成を行う た めに 子唐筋腫 との鑑別がも っ とも 大切で ある．い すれの症状も子宮

覇腫があるときにみられる症状に類似 しているが，表 31こ示 したよう に，少 しすつ 症状に

差がある ことを患識し てお く融要がある ．

　　　　　　　　　　　　　（裹 3 ）子菖肉驥 と子寓筋腫 の 症状の 違 い
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　 したが っ て，ます子宮に腫瘤が存在する患者を前にした時にはその症状を詳細に聞きだ

し， 通常の筋腫の症状と異なっ てい るか否かを検討 し ， 少 しでも子宮筋腫と症状が異なっ

て 〔， 、る点があれば肉腫の存在を疑わなくて はならない。

孟 　　詈・：観　。 麕　
■

　臨床症状から肉腫の疑 いが否定で きない時 の診察所見と検査手順を表 4に示 したが，腟

鏡診， 内診 ・直腸診の段階か ら肉腫を意識 した 診察態度が重要であ る b 肉腫 という 意識が

心の 中にない 場合に は，つ い 見逃 し て しまうこ とが ある．画像診断 と して は MRi 画像が

も っ とも 肉腫の 診断に多く の情報を与えて くれ る、少しで も肉腫の疑 いが心の 片隅から消

えない時 は MRI 画像検査 を是非行うべ きで ある。そ して，できれ ば造影検査も行 っ ても

ら っ て血 流の状態も 情報と して持 っ ておく と診断の助け とな る．

　 また，子宮鏡検査は，子宮腔内に突出 した腫瘤の観察，さらに生検組織の採取ができる

戸 で子宮内膜間質肉腫や 中胚葉性混合腫瘍の 診断に有用のこ とが多い．

（叢 4 ） 子寓 に 腫瘤が存在 し，肉腫が疑われ る 患者 の 診 察過程
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　子宮肉腫を疑うポイ ン トにつ いて原稿を書 くよ うに依頼され た が ， 大変難しい命題で あ

る．た だ言えるこ とは，子宮肉腫は子宮肉腫 かも しれない とい う疑い を心に抱かないとな

かな か 診断しに くい腫瘍で あ る こと は問違いな い こ とで ある ．さ らに ， 肉腫の 特色 は触診

上子宮筋腫より柔らかく，血簪が豊富で あり ， 壊死部分がある こ と ， また周囲組織へ の浸

潤傾 向がある こ とで ある．こ の特色を内診所見 ， 画像診断な どに応用 して 診断過程 を詰め

て ゆくことが，一
つ の重要な方法で あると思 う．
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